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から四月頃） 。ミャンマーの新年は一月一日ではない。祝祭行事は満月の日に行われることが多いが、新年だけは月の満ち欠けに関係なく毎年占星術によって決められてい 、近年はだたい四月一七日になっている 二〇一六年も同日にミャンマーの暦一三七八年の新年を迎える。新年前の四日間、嬉々とし 互 に水をかけあい一年の汚れを流しあう。この水かけ祭り、いたるところにステージが作られ、そこで踊り歌い、またホースやバケツで行き交う車や人々容赦なく水をかける。一番暑い季節でもあり、水をかけられて怒る人は誰ひとりいない。　
仏教徒にとって尊い月といわれる第二月のカ
ソン月（四月から五月頃） 。この月の満 の日にお釈迦様が生まれ 悟りを得て、そして入滅したからだ。お釈迦様は菩提樹の下で悟り 得たことから仏塔や地区ごとに育 られ いる菩提樹の幹に水をかけるお祭りが満月の日に行われる。お釈迦様が悟りを開いてくれたことを仏










（六月から七月頃） 。この月から以後三カ月間を安居といい僧侶は僧院にとどまり修行に励む。多くの仏教徒はこの期間、持戒を心がけ、信仰と対峙する。心静かに真面目 過ごす期間であるからか仏教徒の間では引越しや結婚式は行われない。容赦なく降る雨をみると、控える方が理にかなっているといえそうだ。満月の日には僧侶に袈裟を捧げる習わしがあり多くの信者が僧院を訪れる。この時期ど 僧院も新しい袈裟が山積みになっている。農業に従事する人たちは牛や水牛で田を耕し、女性たちが田植え 始める季節でもある。　
第五月はワーガウン月（七月から八月頃） 。








の満月をもって安居が明ける。そして安居の間、許されなかった得度式や還俗、結婚式が行われ始め、庶民の暮らしは賑やかになってゆく。満月の夜、ど パゴダ（仏塔）の境内でも灯明祭が行われ、ゆらめく灯で普段より数段明るく感じられるだろう。そして一心に祈り 捧げる敬虔な仏教徒の姿に出逢うことだろう。灯明祭が行われるのは、安居の間、お釈迦様が天界にいる母親に教えを説き再び地上へ戻る際に道を照らすためだという。また、親 年長者や先生に礼拝して贈り物をする習慣がある　
雨季が終わり乾季に入る第八月のダザウンモ










（一二月から一月頃）には王朝時代から始まった武術大会が催されていた 近年は開催されなくなった。農村部は米の収穫時期 、稲刈りや脱穀する姿がみられる。サガイン地域 多くの支族に分かれているナガ族が一同に集合し新年祭が開催される 固有の民族衣装を眺めるだけでも飽きないだろう。　
年間を通じて最も寒い第一一月のダボゥドゥ
エー月（一月から二月頃）には、収穫を終え村人が大きな鍋 タマネと う餅菓子を協力して作り、贈答しあう習慣 ある。タマネにはショウガ等が含まれており、身体を温め健康に良いといわれる。農家では収入を得る月で、得度式をする家が一気に増えるのはこ 月からだ。　
暦の最後、第一二月のダバウン月（二月から
三月頃）には各地でパゴダ祭りが行われる。会場ではさまざまな夜店や移動式遊園地が出て人々を楽しませる。またザッと呼ばれる芸能を披露する仮設小屋が建てられ、歌や踊り、喜劇や古典劇が夜を徹して繰り広げられるのだった。　
こうして気がつけば一年はあっという間に過
ぎ去ってしまう。 「人生楽しくいこうよ」とミャンマーの人たちの声が聞こえ きそうだ。
芸能を披露するザッでは男性ダンサーが魅了する。
ダバウン月のパゴダ祭りにて
ダボゥドゥエー月の得度式。男子仏教徒は一生のうち一度は出家をするといわれる
ナガ族の新年祭
ピャードー月は稲刈りの季節
